
女性特有のがんと早期発見の重要性女性特有のがんと早期発見の重要性

子宮頚がんは、子宮の入り口である子宮頚部の細胞の表面にがんが
できる病気です。日本では年間約8,500人が発症し、約2,500人が
死亡しているがんであり、女性特有のがんの第2位の発症率となっ
ています。

女性特有のがんについて

早期発見の重要性について

がん検診を定期的に受診しましょう！

裏面をご確認ください

がんの発見が早期であれば早期であるほど、生存率が高くなっています。
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※上記の分類の説明は目安であり、実際はがんの種類によって内容
　が異なり、また、さらに細かく分類されていることもあります。

※部位によって上皮内がんの定義は異なります

がん細胞が上皮内にとどまっており、それ以上は浸潤していない初期
のがんのことを上皮内がん(上皮内新生物)といいます。上皮内がん
は多くの場合手術で取除くことが可能で、転移していることはほとん
どありません。

乳がんは、乳房にある乳腺にできる悪性腫瘍で、乳がんの発生や増
殖には「エストロゲン」と呼ばれる女性ホルモンが深くかかわってい
ます。女性にできるがんのなかで一番多く、特に40歳代後半にもっ
とも多く発生しています。

検診等により上皮内がんで発見される割合です。

がんの進行の程度は以下のとおりです。
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＊ステージ0の進行の程度に記載の内容について

●がんのステージ ●ステージ別５年相対生存率

基底膜を超えていない基底膜を超えて「浸潤」している

【全がん】

【各部位】

がん 上皮内がん

大腸(結腸・直腸)34.6％ 子宮頚部83.7％

上皮
基底膜

がん細胞が上皮内にとどまる＊など初期のがん
を指し、リンパ節への転移もない。

進行の程度ステージ

リンパ節に転移している。
離れた他の臓器へ転移している。
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がん検診の詳細については

［出典］国立がん研究センターがん情報サービス「がん統計」
　　　(全国罹患モニタリング集計(MCIJ))

［出典］国立がん研究センターがん情報サービス「がん統計」
　　　(全国罹患モニタリング集計(MCIJ))

Ⅱ

がんが上皮層を突き破っているが、その下の筋層
にとどまり、リンパ節への転移はない。
がんが筋層を越えて浸潤しているが、リンパ節へ
の転移はない（少し転移しているケースもある）。
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［出典］厚生労働省「令和元年 全国がん登録罹患数・率報告」より当社にて算出 

［監修］（公財）日本生命済生会日本生命病院

［出典］（公財） がん研究振興財団「がんの統計2022」
　　　全国がんセンター協議会加盟施設における5年生存率
　　　（2011～2013年診断例）全症例男女計 5年相対生存率
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罹患者数は、15年間で子宮頚がん・乳がんともに約2.6倍となっています。

乳がんについて子宮頚がんについて

約2.6倍約2.6倍
約1.3万人 約1.6万人

約2.8万人
約3.4万人

約3.7万人
約5.1万人

約7.6万人
約9.6万人

乳がん(上皮内がん含む)の罹患者数子宮頚がん(上皮内がん含む)の罹患者数

がん検診を受診し、早期発見することが大切です。
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厚生労働省では、がん検診の受診率を50％以上とすることを目標に、がん検診を推進しています。　

検査項目 対象年齢 受診間隔種類
［出典］厚生労働省「がん検診 がん検診の種類」より作成

※2023年6月現在

問診に加え、胃部エックス線検査又は胃内視鏡検査のいずれか

問診、視診、子宮頚部の細胞診および内診

問診および便潜血検査

問診および乳房エックス線検査（マンモグラフィ）
※視診、触診は推奨しない

20歳以上

40歳以上

50歳以上＊１

40歳以上

40歳以上

2年に1回

2年に1回

2年に1回＊２

1年に1回

1年に1回

＊1 当分の間、胃部エックス線検査については、４０歳以上の方が受診することも問題ないとされています。
＊2 当分の間、胃部エックス線検査については、１年に１回受診することも問題ないとされています。
＊3 質問または問診の結果、喀痰細胞診の対象者に該当することが判明した場合に受診が必要となります。

●がん検診の流れ

［出典］国立がん研究センターがん情報サービス

が
ん
検
診（
検
査
）

精
密
検
査

がんの疑いなし
(精検不要)

がんの疑いあり
(要精検) がんの治療

次回の
がん検診

異常なし
または良性の病変

がん

●がん検診無料クーポン券の見本

厚生労働省
「がん検診 がん検診を受けるには」より作成 

コラム Column
2009年度より
「がん検診無料クーポン配布」が開始

子宮頚がん検診

乳がん検診

胃がん検診

大腸がん検診

肺がん検診 質問（問診）、胸部エックス線検査および喀痰細胞診＊３

対象者に子宮頚がん、乳がん、大腸がんに関する「検診手帳」と、検
診費用が無料となる「がん検診無料クーポン券」を送付している
市区町村があります。
※「検診手帳」「がん検診無料クーポン」の配付有無や対象者等、実施内容詳細についてはお住ま
いの市区町村により異なりますので、市区町村へ直接お問合わせください。

がん検診について

※過去2年間の受診率 ※算定年齢対象は子宮頚がんは20歳以上、乳がんは40歳以上 　　　　　　　［出典］厚生労働省「2019（令和元）年 国民生活基礎調査」

しかし、がん検診の受診率は　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　があります。子宮頚がん35.8％、乳がん37.4％と低い現状

「国のがん予防重点健康教育及びがん検診実施のための指針」で定めるがん検診の内容

(例)東京都八王子市

40歳、50歳、60歳
40歳、50歳、60歳
20歳、30歳、40歳

の
の
の

対象者
女性

女性

女性

男性肺がん検診・大腸がん検診

乳がん検診

子宮頚がん検診


